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	内容（ビデオキャプチャリング入門）

	　　ビデオを取り込むとはどういうことか？

ハード面で準備するものは何か？

ソフトでは、何が必要か？

取り込んだ画像ファイルは、どのような形で保存されているのか？

取り込んだ画像ファイルを、実用化するためにはどうしたらいいのか？

パワーポイントやHTMLにビデオを入れるには、どうしたらいいのか？

ビデオ関係で参考になるホームページは？

実際にビデオを取り込んで、プレゼンテーションを作ってみよう！


1、 ビデオを取り込むとはどういうことなのか？

(1)ビデオの多くはアナログ！[image: image3.wmf] 

ビデオ信号は、日本ではNTSCと言われるアナログの信号で作られていた。8mmやVHSなどにもアナログ、いわゆる波の信号が記録されていた。学校にある多くのビデオはこのアナログ信号で、このままではコンピュータに取り込むことはできない。そこで、コンピュータの理解できるデジタル（０と１）の信号に置き換えてやらなければならない。ビデオを取り込むとは、信号をアナログからデジタルに変換するひとつの作業と考えてもらえばいい。
　最近、デジタルカメラが多くなった。これは最初からデジタル信号で保存されているので、静止したときやコンピュータに取り込んだときに、美しい。これからビデオを買う方は、デジタルにしておくと、コンピュータへの応用が利く。最近はDVDに直接書き込むビデオカメラも出てきた。それも便利だが、データがMPEG２になっていて、AVIで編集するのには向かない。そのままインターネットにデータを持っていくのに向いている。
(2)ビデオは動画！

当たり前だが、ビデオは動く。それが長所でもあり、欠点でもある。じっくり見せて考えてほしいときでも、動いてしまい、思考が流れていってしまうことがある。しかし、音声も含めた情報量の多さは圧倒的だ。必要なことを的確に素早く受け止める力があれば、大変有効な道具だ。また、ノートに文字で記録するより正確で、なおかつ繰り返し再生もできる。動画はその情報量の多さと、必要以上に見せないということが、同時に成立すれば、学習に有効だ。ビデオを取り込むとは、必要な所を切り取る作業でもあるのだ。
ただ、時間がかかり過ぎないようにできたらいいのだが。これについては、次でまた考えていきたい。
2、 ハード面で準備するものは何だろうか？

実際にビデオを取り込もうとしたとき、何を準備したらいいのか、迷うことが多い。以下にそのハード面での内容をまとめてみよう。

(1)コンピュータ

早ければいいのは当然だが、あまり機種にこだわることはない。特にXPパソコンになってからはどれでもビデオの編集はできる。ただしPCIバス（機能を拡張するときにカードを挿すところ）が余っているかどうかを確認する。最近、PCIが埋まっている機種もあるので注意が必要だ。SCSIにはこだわらなくてもいい。最近はソニーやソーテック、その他のメーカーからもビデオ編集マシンが売られている。自作も容易にできるようになった。選択肢は確実に増えている。その他の部分は以下の内容が十分か確認してほしい。

(2)SCSIカード

今まではこれが必ず必要だった。しかし、最近はXPとIEEEの組み合わせが出てきてから使わなくても良くなってきた。またSCSIカードを使わずに高速のIDEハードディスクが出てきたので、原則的に使わずにすむようになった。

もし使う場合は高速のものが基本だ。早ければそれに越したことはない。しかし、実際にやってみるとソフトが動かなくなるわけでもない。お金がある人はそろえてみて欲しい。ちなみに、業界標準といわれるアダプテックものでなくても十分動いている。

(3)ハードディスク

現在は40ギガ、60ギガのクラスが安くなっている。１万円台で手に入る。AVIファイルの場合、2ギガの壁といわれるものがあったので、それ以上はRAIDなど、高価な装置を使うしかなかった。しかし参照ファイルという方式が出てきて、実質2時間程度まで編集できるようになった。結果として、大規模なハードディスクが使えるようになった。しばらく前まではSCSIハードディスクを使用していたが、現在はATA100対応で7200回転のIDEハードディスクならほとんど通用する。もちろん更に高速なら文句はない。60ギガのハードディスクがあればかなりの長時間の編集にも耐えられるだろう。特に、7200回転のハードディスクであればSCSIを使わず、IDEの通常のハードディスクだけで構成しても耐えられる。私も1時間程度のビデオ作品を作るのに、30ギガ、7200回転のハードディスクで十分使用できた。ただ、通常編集する３倍程度の余裕を持たせておくのが良いといわれている。

ところで、2001年マシンは、マザーボードにAopen、815EP規格のAX3SP　Pro、CPUはペンティアムⅢの１ギガ、メモリーはCL２の２５６メガを積んで改造してみた。一台４万円程度の予算で十分な性能のマシンに生まれ変わった。昨年はプロミスのATA100対応のRAIDカードを使ってみた。今年は多くのマザーボードがこのチップを内蔵しているので、簡単にRAIDマシンを作成することができるようになった。一昨年は、ハードディスクをSCSIの4ギガのものをメインに購入したが、値段の下落と技術の進歩が著しく、昨年度は途中で買い足した20ギガのハードディスクと買い足した30ギガのハードディスクでRAIDを構成した。

簡単にRAIDを説明すると、RAID0だと最高のパフォーマンスが得られるような設定にし、双方のハードディスクの小さいほう×２の大きさのハードディスクとして認識してくれる。データはハードディスク１に①のデータを書き込んだら、ハードディスク２に②のデータ、そしてまたハードディスク１に③のデータというように、データを二つのハードディスクに交互に書き込んでいく。結果として、一台に書き込むより高速になるというわけである。起動をRAIDからかけると、かなり高速になる。　

RAID１はミラーリング。データを同時にもう一つのハードディスクに書き込んでいく。だから自動バックアップをハード的にやってしまう感じだ。万が一に備えるサーバーとしての用途に向いている。

RAID0+1は4台のハードディスクを使ってバックアップと高速化を同時に実現させようという贅沢な仕組みだ。ハードディスクが安くなった現在、試してみてもいいシステムだ。

ただ、RAIDはいくつかハードルがある。下にまとめておく。

· ハードディスクの接続は端末が青くなっている専用ケーブルを使用し、今までのIDEケーブルは使えない。専用ケーブルをRAIDカードにきちんと差し込み、電源を入れ、付属しているソフトやドライバをきちんと入れよう。

· しかし、そのままでは使えない。ウルトラATA66、あるいは100のハードディスクは、IDEではないから、認識させる方法が違う。BIOSのIDEを表示するところにいっても、ハードディスクは何にもなしと認識される。

· そこでBIOSを動かし、起動を「SCSIから」にする。BIOSの種類によって違うが、まず初めての人はここが難しい。RAIDのカードはSCSIとして認識される。

· 次にうまくハードやドライバのインストール、ソフトのインストール、BIOSの設定が終了すると、RAIDの設定が可能になる。起動の途中で「Ctrl+F」を押せというメッセージが出る。

· 選択するとアレイというのを設定できる画面になる。１～５までの選択画面だ。１を選ぶと、RAIDのどのモードを選ぶか選択できる。RAID２も選択できるが、スピードはノーマルモードになる。但し、ハードディスクは最大の設定になる。特に２台のハードディスクの容量が違うときには選択の可能性がある。

· 後は、失敗したときや、アレイをやり直すとき、現在のアレイを確認するときなどに使うが、一度でうまくいけば特に使うことはない。

· その後、マシンはリセットされ、起動をはじめるが、F8を押してMS-DOSを立ち上げる。コマンドプロンプトを選ぶ。

· そこでFDISKと打ち込む。これはハードディスクを使うときのおまじないみたいなもので、増設したことのある人は分かると思う。もし、ここからが、よく分からない人は自作マシンの本によくのっているので調べてみて欲しい。

· 次に新規に入れたハードディスクの基本領域などを作り、一つの大きなハードディスクにしておく。もう一台も同様にパーティションなどはきらないでおく。

· それぞれ、最大に割り当て、全てが終わったら、もう一度再起動し、OSを立ち上げる。

· 後は、WINDOWS98が立ち上がったら、マイコンピュータからハードディスクを見つけ、そのハードディスクの上で右ボタンを押して、サブメニューを出す。そしてフォーマットすれば完了だ。

· 最後に、ハードディスクがきちんと認識されているか、また問題がないか、RAIDのユーティリティソフト、FastCheckモニターを立ち上げ、問題がないか確認する。駄目な場合は赤でその部分が表示されるから、原因を考え、対策を考える。

· 全てが終われば、二つのハードディスクは協力して動き出す。高速になっているかどうかは、ビデオなどで確認してほしい。

· DV-RAPTORはハードディスクのチェックソフトがついているので、テストしてみよう。

以上、大変、面倒なようだが、手間隙をかけた効果があることなので、試してみて欲しい。費用はRAIDのカードはマザーボードに付属しているので、30ギガハードディスク2台が合わせて2～3万ぐらい。それで全てだ。SCSIで同様なシステムを組むのと大違いなので、ぜひ試してみて欲しい。ただ、PCIにかなりの負担をかけるキャプチャーカード（リアルタイムキャプチャー）もあるので、PCIにできるだけ負担をかけない方がいい場合もある。

問題は、RAID0だと、一台のハードディスクがクラッシュすると、もう一台のデータも全て駄目になる。データを2台に交互に分けたのだから当然だ。怖いと思う人は、RAID0+1にして、4台のハードディスクを組んでみるといい安全と速度とを味わうことができる。

今後、OSに付属したソフトウエアRAIDも進んでくるので、動向と仕組みに注意していきたい。

(4)接続用ケーブル（IDE・SCSI・IEEE・USBケーブル）

IDEケーブルはRAIDを組む場合は先が青くなっているケーブルを用意しておく。SCSIの場合には、SCSIカードから内蔵のSCSIハードディスクを結ぶために、ケーブルが必要になることがある。それぞれのカードによって、ケーブルも違うので買うときに注意が必要だ。IEEEはｱｲﾘﾝｸとも言われるものだが、最近はビデオ系やハードディスクなどに多く使われている。USBも2.0の規格になってから高速にデータを移動できるようになっているが、そのケーブルは製品に付属していることが多く、特に用意することはない。

(5)CPU

これは早いに越したことはないが、ペンティアムのⅡ程度でも実際に動いている。取り込みで必要になるわけではなく、データに加工するときには必要になる。でも、あまり遅いCPUでは、全体的に作業が遅くなる。現在、ペンティアムⅣの１.6ギガ程度が2万円台で売られている。２ギガのペンティアムⅣも値段がこなれてきている。様々なサイトの情報によると、現在まだキャプチャー関係のボードがXPに対応していないものもある。

(6)メモリ

これは最低でも256メガ以上欲しい。今は4000円前後で販売されている。贅沢に積んでおいても悪いことはないので、十分に用意しておこう。今までは128メガ以上はほとんど速度には関係なかったが、WINDOWS2000やXPになってからは、メモリーは多いほうが効果的だ。

(7)キャプチャーカード

ビデオを取り込むときに必要なカードだ。これは目的とグレードによって様々なものがある。安いのでは１万円前後から実用的なものが出ている。いわゆるIEEE（アイトリプルイー）ともいわれる規格に乗っ取って作成されていて、デジタルビデオのデータを読み込むときに通常利用されている。もちろん、ハードディスク等その他のデータを利用するときにもよく使われるようになった。しかし、画像が美しく、またオーバーレイも安定している機種として、カノープスのDV-RaptorⅡがある。現在は、値段も実売で４万円台ということで、中級者用としては、機能と添付ソフトの内容から一番充実しているだろう。オーバーレイの機能を削除したEZDVⅡもある。また１万円前後で売っているキャプチャーカードもVideo　Studio　v4.0が付属していて、性能もそこそこきれいだ。ただ、ビデオの中にはコントロールできないものもある。少し高いものではDVStormが人気だ。ソフトなしのバージョンだと８２０００円前後で手に入る。ソフト付きだと１２万円程度だ。これはリアルタイムに効果をつけることができたり、デジタルにもアナログにも対応している。個人ユーザー用としては現在、最高峰といってもいいだろう。

現在、これらの中でビデオキャプチャーの世界では、DV-RaptorⅡがコストパフォーマンスのいい製品といえるだろう。またサポートする本もかなり存在する。また、コンピュータメーカーによっては、最初からDV-RaptorⅡを積んでいる機種を販売しているところもある。ただし、このままではデジタルビデオのみに対応ということになる。アナログビデオからは取り込めない。そのためには別売の付属セットを足すか、下記のメディアコンバータ、あるいはデジタルカメラに付属のアナログ～デジタルへのコンバート機能が内蔵されているものを使う。

AVIで取り込んだデータをインターネット上のビデオクリップとして変換するには、それなりの時間がかかる。もし、最初からMPEGに変換したいのだったら、それ専用のカードを購入する方法もある。私はAll-in-wonder（オールインワンダー）というカードを使っている。これは大変便利なカードで実売２万円で売られているが、基本はビデオカードなのだが、それにMPEG１、MPEG2、その他のファイルに瞬時に変換することができる機能がついている。1分の作品は1分で記録できる。さらに、テレビも見ることができる。ということは、ビデオから簡単にMPEGでデータを保存できるということだ。

今後、使用目的によって使い分けるのもいい方法かもしれない。デジタルビデオ作品の編集と書き出しにはDv-Raptor等のAVIキャプチャーカードで行い、インターネットやCD-Rでの動画配布や資料の保存にはMPEGカードを使うといいかもしれない。この他にもカノープス、IO-DATA、ラトック等各メーカーからPCIカードやUSB接続などでMPEGに変換するハードが売られている。高くはないので、後からやるしかない人は、それでもMPEGのデータを作れるので試してみて欲しい。

シャープから出ている動画、静止画対応のデジタルカメラは、動画をMPEG４でスマートメディアに直接保存する。これも安いので、気軽に試すのにはむいているかもしれない。ただし、画像は決して満足のいくものではない。また、当然、編集にはむかない。

最新のものとして、WindowsXPのOS上では簡単にビデオを取り込むことができるようになっている。簡単なソフトも付属しているので何の投資もなく、ビデオの編集ができる。後は専用編集ソフトを入れるだけでかなりのことができる。CPUがさらに高速になってくれば、特別なカードが必要なくなる時代が来るのかもしれない。いやもう来ているのかもしれない。

(8)アナログビデオのデジタル化
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メディアコンバータというアナログからデジタル、デジタルからアナログに変換する装置がSONYから出されていたが、現在は生産が中止されている。その訳はデジタルビデオの中にアナログからデジタルに変換する機種が多くなったからだ。8mmビデオで、デジタル変換をすることができる機種も出ている。音声だけをアナログデジタル変換する装置もカノープスから出ている。

(9)CD-ROMとCD-R、DVD、MO

CD-ROMは50倍速のものが4千円前後で出ているので、それで十分だ。CD-Rも現在書き込みエラーが出ないタイプでも、１万円台で売られている。昨年の半分程度になった。これをつんでおけば、多少の画像は保存しておける。DVDはさらに有効だ。４万円程度だが、どんどん安くなってきている。ビデオには有効なメディアかもしれない。ただ、様々な規格が乱立していてどれが標準の規格になるかまだ定まっていない。もちろんギガ単位になったMOも使える。ただし、書き込み速度はどれも遅い。

(10)サウンドカード

これは安いのがたくさん出回っているが、できたら1万円程度の音質のいいものがほしい。クリエイティブやヤマハのものなら安心だ。あまり安いものだと雑音が入る。特にいいのはサウンドブラスタープレミアで、ソフト面でもハード面でも最高の内容となっている。ただ、スタートメニューに入ってしまうと裏で動いてしまい、動画とバッティングすることもある。これに限らず最初から裏で動くソフトはできるだけはずしておいた方がいい。また、ONKYOのUSB接続ユニットなども雑音に影響されず使いやすい。これを使うとテープレコーダーやビデオの音声から簡単にデジタルデータとして取り出すことができる。

(11)グラフィックカード

これは相性があるようで、難しい部分もある。理由がなく動かないときにはグラフィックカードを疑ってみるといい。どれがいいとは言えないが、当然ながらカノープスのカードがDV-Raptorとの相性がいいようだ。また、グラフィックが美しいとの評価もあった。現在はマザーボード等に付属のグラフィックカードが多くなり、ただ取り込むだけだったら付属のチップでもいい。しかし、画質にこだわるのだったら、専用のカードがほしい。

(12)スピーカー

スピーカーも入出力時にかなり音量、音質が違うので、大音量にも耐えられるものがいい。また、できたら防磁機能があるものがいい。2000円程度から3万円程度まであるが、作業そのものには影響はない。ただ、電源アダプターもそうだけれど、スピーカーも音や画像に悪影響を与えることがある。あまり安いものは避けたほうが無難だろう。

(13)ケーブルやプラグ
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いわゆるビデオケーブルとILink用のケーブル、そして、サウンドブラスタの音の取り込み用としてミニプラグのケーブルが必要だ。テープレコーダから取り込む場合はステレオ用のケーブルを用意したほうがいい。案外、このケーブルが問題をおこしている場合が多い。すべてがうまくいっているのに音が出ない場合、ケーブル周りや接続を疑おう。

(14)マザーボード

CPUによってマザーは変える。日本語マニュアルが増えてわかりやすくなった。英語に強い人やハードに強い人で、なおかつ老眼でない人は基盤に書いてある小さな文字を読めばどのマザーでも見当がつく。現在は440BXから415、445、450、アスロン用マザーなどが出ているが、これも様々で、試してみるしかない。思ったよりもアスロン系が高速で動くことがわかっているが、これも部品全体の相性などをチェックしないとはっきりしたことは言えない。ダブルBIOSになっているマザーも増えて、BIOSのアップグレードなどに失敗したときに助かる。その他にも色々あるが、どんどん変わるので、ショップの店先やインターネットで情報を集めてから決めるといいだろう。
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以上、大まかに必要なものをあげてみた。ハードはどんどん変わるので常に検討をしていないと判断を間違えてしまう。インターネット上で最新のデータを検討してそろえていくのがいい。自分の希望と実際の機種の性能を比較してそろえるといいだろう。

3、 ソフトでは、何が必要なのか？

(1)一般的なソフト

ビデオ編集用として、プレミアというソフトがアドビから出ている。これが世界標準だ。本もたくさん出ている。しかしこのソフトは8万円前後するので、そう簡単に買えない。
(2)もう少し安いソフトは？

カノープスのDv-RaptorⅡカードを買うとMediaStudio Pro VE（OEM版） と Premiere LEの二つのソフトから選択することができる。無料でほとんど製品版と同様の機能を持ったソフトを使うことができて大変便利だ。また安い値段でバージョンアップができるのもいい。現在、このマシンではUleadのMediaStudio　Pro6.0という編集ソフトにバージョンアップしてある。プレミアによく似ているという人もいるが、動画の編集業者が専門で使っているソフトとも全体の構成は似ている。秋葉原の中央通りの裏には動画編集のアンテナショップがあり、ストリーミングサーバーの製品版や編集機器のハードやソフトを実際にみることができる。

そこまでいかなくても、メディアスタジオは大変使いやすいソフトで、総合的な力がある。アドビのソフト、たとえばディレクター等とも似た構造で、アドビの製品を使ったことがある人はわかりやすい。最近のメーカー製のデスクトップ、高いバージョンにはプレミアがついてくるものもある。今回はUleadのMediaStudioPro6.0とビデオスタジオ4.0（最新は5.0）を中心に使う。
(3)キャプチャ用ソフト

編集用以外にキャプチャ用のソフトが必要だ。データを取り込むソフトは、それぞれのキャプチャーカードによって様々なものが出ている。講師用マシンではRaptorVideoを使って取り込む。

生徒用マシンではUleadVideoStudioやUleadVideoWizardを使って取り込む。実際にやってみると初期のビデオ設定やケーブルの接続でとまどうことが多い。

(4)音の編集ソフト

音の編集用ソフトが必要だ。案外、音は難しい。きれいに入りにくい。そこで、多少加工できるソフトが必要だ。ここでは、AudioEditorを使っている。これはUleadのMediaStudio　Pro6.0の中にあり、一群のソフトのひとつだ。これ以外にも様々な音関連のソフトがあるので、試してみるといい。またマイクやテープをつないだりして音を取り込み編集したものを入れることができる。これ以外にもフリーソフト等で音用ソフトが数多く存在する。

とりあえず、この程度あれば、ビデオを取り込んで編集し、圧縮して保存することができる。ただ、これ以外にも、「Windows　Media　Player7」や「RealPlayer8」とか「QuickTime4」などの最新ソフトも自分のマシンに取り込んでおくことが必要だろう。インターネット上で動画を扱うことを考えたらこれ以外にも必要なものはまだある。随時取り込んでおこう。

4、 画像ファイルは、どのような形で保存されているのか？

(1)巨大なAVIファイル

RaptorVideoによって取り込まれたビデオ画像は、AVIという形式で保存されている。これは考えている以上に巨大なファイルで、30秒で100メガを超えるようなものだ。９分３０秒で２ギガの壁に到達してしまう。これをそのまま使おうとすれば、自分のサイトを埋め尽くしてしまうことになる。

また、この画像の質は取り込んだカードの性能によって、規定されてしまう。性能の悪いカードを使うと全画面では保存されないし、滑らかな再生もできない。またノイズも入ったりして、安心して使えない。

(2)AVIファイルとは

AVIファイルとはもともとビットマップデータから作られている。それを連続して流すことによって動いているように見せる。パタパタアニメのデジタル版だ。AはAudio、VはVideo、IはInterleaveの略でオーディオとビデオを併せ持つことができるファイル形式ということだ。だから逆に言うとビットマップデータからAVIファイルを作ることもそう難しくはないのだ。アニメーションを子どもたちと一緒に作ることも可能だ。

１秒３０コマあれば、人間には滑らかに動いているように見える。デジタルビデオは720×480の大きさで秒29.97フレームという大きさが基本になっている。それに音が加わるのだからさらに大きくなる。性能がいいものほど、巨大なファイルを作る。ビデオファイルを使う目的によって大きさや美しさを考えよう。

またAVIファイルは互換性がないということをよく聞く。せっかくとったAVIファイルを違うマシンに持っていくと全く再生されないことがよくある。それはハードに依拠したコーデック（圧縮）をしていたり、違う形式の圧縮方法を選んだりしているからだ。そもそも違うマシンで見たいときや編集を行うことを考えたら、非圧縮の形で保存しておく。この形式だったらどのカードを使っても問題はない。ただ、データの容量が巨大になるでメディアに苦しむことになる。CD-Rでもわずか20数秒ということになる。

5、 取り込んだ画像ファイルを、実用化するためには？

(1)巨大なファイル

こんな巨大なファイルのままでは、どこにも持っていけないし、使うこともできない。だから、今までは専用のマシンでたくさんのハードディスクを並べて、使っていたのだ。アポロ13号の映画もそうやって製作されたと聞く。しかし、一般の人が使うには巨大すぎるし、お金もかかる。そこで、現在のような簡易なシステムが考えられ工夫されてきた。DV-RaptorⅡでも一時代前の専用機並みのパワーを持っている。多少違うのはハードディスクの容量だが、それだって、現在60ギガが２万円を切って手に入る時代なので、やろうと思えば、かなりの線まで作ることができる。
(2)AVIファイルの圧縮

しかし、もっと小さくしないと、プレゼンテーションやホームページには適さない。映画とは違う部分で使うには、もっと画像の質を落としてもデータ量を小さくしなければならない。そこで、圧縮技術が必要になる。RialPlayerやQuickTime、Mpeg1やMpeg4など、多くの画像関係のソフトがあり、圧縮技術がある。ここでは、実際に5，6秒のAVIを元にして、いくつかの圧縮ファイルを作ってみよう。
(3)MPEG等での圧縮

一番小さいのはMPEG4で、インターネットを意識して考えられた規格だ。Asfという拡張子がつき、高速で送信できる。一番小さくして、音声も落とすと、1分でもフロッピー一枚に入ってしまう。しかし、実用的な範囲に持ってくると1分で2メガ程度になる。それでも、イントラネットの中で見るのには十分な速度を維持している。一番美しいのはDVDや放送を意識して設定されたMPEG2。最近はMPEG2のファイルを簡単に作るカードも増えてきた。Mpeg1はいわゆるビデオCDで、画面の大きさはMPEG2に比べれば小さいがそれなりに美しく、どのコンピュータでも再生できる。インターネットで使うのはMpeg4、校内イントラネットで授業に使うのはMpeg1か2と使い分けた方がよいかもしれない。

　(4)ストリーミングビデオ

最近はストリーミングビデオも普及してきて、RealPlayerとかQuickTimeもよく使われる。標準的な仕様としてマックで中心的に使われてきたQuickTimeがインターネットの世界ではよく使われる。しかし、全ては急速に変化するので、固定的に考えてはいけない。リアルタイムにストリーミングビデオを作成し、中継するようなセットも３００万円前後で販売されるようになった。マイクロソフトからは、WMVという規格が提示されている。小さくて画像が軽いので活用されるようになってきた。実質的にMpeg4に取って代わっている。WMAは最近音声のファイルとして活用されている。

6、 実際にビデオを取り込んでみよう１（Dv-Raptor編）

[image: image8.png]



(1)事前の準備

ビデオとパソコンのIEEEケーブルでの接続を確認してから、ビデオの電源を入れる。カメラの場合はそのまま、テープの場合は落とすところでポーズにしておく。それからRaptorVideoのアイコンを選ぶ。
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(2)ソフトの起動

ソフトが起動すると左のような画面が出てくる。バージョンによってはメッセージが出てくる場合があるが、OKを選択し、そのまま実行する。画面には、一時停止の状態の画面が写っている。あるいはカメラからの画像が写っている。
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(3)ファイル名の設定

まずフィル名を決める。上のメニューから「ファイル」の「ファイルの設定」というところを選び、取り込む前に、適当な名前をつけておく。忘れても後からできるが、先にやっておいたほうが慌てずにすむ。
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(4)取り込み画面

取り込んでいるときは左のようなサブウインドーに赤いRECの文字が点滅している。また、timeの表示が秒数を表示している。録画が終了したらSTOPボタンを押す。
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(5)取り込んだ時間とフレーム数が表示される。これで、ファイルの大きさを予想することができる。画面の大きさにもよるが７２０×４８０の大きさで1秒、3.5メガ程度。普通は9分30秒程度で2ギガに達してしまう。
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(6)これを繰り返し、ビデオ画像集を作っていく。すべてAVIファイルなので巨大なデータ量となっていく。作業フォルダを決めて、そこに集めていく。名前も内容がわかるように整理する。
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(7)RaptorVideoは設定の項目でいろいろ変更できる。その中で、参照ファイルにキャプチャーするという項目を選ぶと通常のAVIファイルの限界である2ギガの壁を超えることができる。
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(8)取り込んだ画像に満足できないときは、DVRaptorのプロパティを選択し修正することができる。また、アナログ入力の選択をすることもできる。自分がどのようなラインを使用しているかによって、このオーバーレイの選択が変わる。通常のビデオ録画に使う黄色と赤と白の3本に分かれている線を使っている場合はコンポジット、丸い一本の線の場合はS-Videoを選択する。

７、取り込んだビデオファイル（AVI）を編集してみよう

 [image: image16.png]or Video
£E) | FEOQ FTW MW
B JE-MRER

INS-OUTSEADS HBE D

v 2 a-FeTEA: BCHIETDQ Ctri+Q
IWHZTIIE - Ctri+w
Fe7 FeREOSGE D,
Fe7° 7RO 7V BEAMTHOBE CuikG
v e FeRIC L B EFIEIDW)

I7AM AT FeIBG)
1 )
HILERTORES).
DVRaptor®7NA*74(P)..




 (1)ビデオエディターというアイコンをダブルクリックすると、UleadのMediaStudio6.0というソフトが立ち上がる。編集ソフトの中では、操作が容易で性能も高い。感覚的にわかりやすい構造になっている。
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 (2)新規作成の時既存のプロジェクションテンプレートの中からDV（NTSC48KH）を選ぶ。繰り返しやる場合は、今あるプロジェクトなどが表示される。そのままOKをおして作成モードに入っていこう。
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(3)するとメインウインドーが開く。すべてはアイコンから命令を選択することができる。
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(4)上の方にあるビデオの絵のメニューを開くと下の様なビデオを選択する画面になる。そこで、*.AVIファイルを選んで開く。
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(5)様々な画像ファイルを選択することができる。今はAVIファイルを取り込んだ状態なので、そのファイルを選んでみよう。
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　　　　　　　　　　　　　　　(6)すると画面に黒い線が出てくるので、それをVaかVbのどちらかの場所にドラッグして離す。するとそこにビデオの画像がフレームごとに表示される。張り込んだ場所はいつでも動かすことができる。
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(7)メニューの「T」のマークはタイトルを入れる場合に選択する。これを押すと下のサブウインドーが開く。
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(8)このメニューを見ながら設定をして、タイトルテキストの内容を入れる。文字の大きさや種類を設定するとサイズのところにタイトルの大きさが表示される。
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 (9)「フォント」と「ローリング」タブのところを選択できるようになっている。そこで「ローリング」を選ぶとタイトルの様々な動きや速度などを設定できる。
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 (10)V1かV2、V3のところにタイトルを張り込む。Vbのところでも問題はないが動画の上にタイトルがくるので動画は見えなくなる。音声はAaのところにすでに張り込まれている。イメージファイルを張り込んだり、別のビデオと組み合わせることも簡単にできる。動画ファイルの上にマウスを持っていき右ボタンでメニューを出すと、「分離」という項目がある。一度、違うところでクリックし選択を解除し、それから音声だけを選ぶと音声のみの選択ができる。
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 (11)ビデオとビデオをつなげる場面で、効果をつけるには、Fxのところをダブルクリックするか、プロダクションライブラリのところから、トランジション効果を設定するウインドウを開く。トランジション効果には多くの種類があり、画面転換を十分意識させる。しかし、あまり効果をかけすぎても見づらくなる。また編集時に時間がかかる原因にもなる。
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 (12)ビデオフィルタは多くの種類の効果をかけることができる。画像そのものに効果をかけるので、あまりやりすぎると編集時に時間がかかる。効果的な場面で活用していくといい。
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 (13)効果をライブラリからFxの場所にドラッグする。黄色い枠が張り込まれる。その上でマウスの左ボタンを押し、黄色の幅を大きくしたり小さくすることができる。また矢印の向きを変えると効果を反対にすることができる。
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 (14)すべての設定ができたらプレビューで見てみる。効果は省略される。効果も併せて見ようとするときは、秒の表示のところでマウスをドラッグすると完成状態で見ることができる。

7、 編集したビデオ（AVI）を変換しよう
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 (1)メニューの「ファイル」の「作成」、さらに「ビデオファイル」を選ぶ。もうひとつ変換というメニューがあるが、これは出来上がったAVIファイルを呼び出して変換する場合に使う。

(2)何という名前で保存するか聞いてくる。今までの名前と重ならないように注意して名前を入力する。そこでファイルの種類を選択すると、MPEG1やQuickTime形式のファイルに変換できる。
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ここでマシンの性能が問われる。結構書き換えには時間がかかる。しかし、30秒程度で106メガのファイルがMPEG1に変換すると4．5メガ程度に圧縮されるので実用範囲内に入っていくる。また、MPEG4だったら、インターネット上でもどこでも利用することができる。しかし、さらにネットワークで活用するためには、リアルプレイヤー、クイックタイム、メディアプレイヤーなどのストリーミングビデオの技術がさらに進んでいくことが必要だと思う。

シャープのMPEG4のインターネットビューカムはasf形式での保存となっている。またサンヨーのデジタルカメラでは動画をMPEG4の形式でDVD-Rのディスクに書き込んでしまう。まだ、画質は現在のデジカメには追いついていないが、将来的には可能になってくるのかもしれない。ただ、どちらもMPEGなので、撮ったあとの編集には向かない。そのままインターネットのデータとして気軽に使うことを考えたほうがいいのかもしれない。画質はかなり落ちるが、ファイルの大きさが通常の11分の１になるということは大変な魅力だ。実際に、使えるのは1メガ以下のデータでなければきつい。しかし、これも現在のデータ転送の速度ではという前提なので、今後どんどん変わっていくだろう。

９、パワーポイントやホームページにビデオを張り込んでみよう
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(1)スライドのレイアウトの中に、メディアクリップの貼り付けを選択できる形式がある。それを選択する。しかし白紙も含めた画像貼り付けの形式でも実用上問題はない。
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(2)次にそのレイアウトにビデオを貼り付ける。それには「挿入」「ビデオとサウンド」、さらに「ファイルからビデオ」を選ぶ。

(3)ビデオの挿入というウインドウが開くので、そこから作成したビデオを選択する。それで画像を開いたときにすぐに再生するのか、それともクリックした時に再生するのかを選ぶ。

それをそのまま保存すればパワーポイントのソフト、Webで保存とすればホームページに変換される。

１０、ビデオや音の関係で参考になるホームページは？

様々な動画関係のページがあるが、実際によく読んでいくと間違いも多い。また、資料が古くて、その時点での話というものも多い。実際に新しく常に書き変えていくには、かなり時間とお金が必要だろう。

MPEGやDVDの専門的な知識が必要ならば、　「pioneer　r&d　技術解説」　

が素晴らしい。このページは、かなり本格的に解説がのっているので、今まで中途半端だったところが解消されるだろう。特にMPEGの仕組みや将来性が詳しく知りたい人には最適である。

　また、自分が使っているデジタルビデオ関連の機器の名前を入れて検索すると、多くのホームページがヒットする。それで多くの疑問を解決することができる。

カノープス　http://www.canopus.co.jp/index_j.htm
パイオニアMPEG技術解説　http://www.pioneer.co.jp/crdl/tech/mpeg/4-2.html#top
QuickTime – ﾌｧｲﾙﾌｫｰﾏｯﾄ　http://www.apple.co.jp/quicktime/authoring/ffdv.html
IOデータ　http://www.iodata.co.jp/products/video/index.htm
Matrox　http://www.matrox.com/videoweb/japan/japan_home.htm
松下ビデオ編集講座　http://www.matrox.com/videoweb/japan/japan_home.htm
ロジテック　http://www.matrox.com/videoweb/japan/japan_home.htm
ユーリード　http://www.ulead.co.jp/
価格com　http://kakaku.com/
yasutaka’s　DTV　Page!　http://www2.airnet.ne.jp/yasutaka/dtv/
１１、では、教材を作ってみよう。

(1) どのような教材を作るか。

・教材を作るとき、ねらいがあるはず。それを明確にしておく。

・対象をはっきりさせ、それに対し、どのような効果を狙うか考える

・どんな素材があるか、事前にまとめておく

　・どこでどのように、何を使って見せるか考えておく

(2) ビデオや音、写真をどう生かすか考える

・言葉だけではわからない。効果的な素材を活かすには・・。

・大きさを考えよう

・画像のデータ量を巨大にするな

(3) パワーポイントでプレゼンテーションを作成しよう。

・まず、ストーリーを考えよう

・プレゼンテにも起承転結

・持ち駒を的確に配置

・文章は控えめに

・アニメや音も控えめに

・文字の大きさは会場の大きさに合わせよう

・台本は別に作成

(4) 各グループでプレゼンテーションの練習をしてみよう。

・対面して話す

・後ろの画面を指しながら、話す

・でも正面には立たない

・レーザーポインタや指示棒等が便利

・話し掛ける対象を決めて、目を見て話す

・できたら知っている人

・時間があるのだったら、原稿はできるだけ見ないで、章立てを見て話すことを自分の中から生み出すと効果的

・時間がない場合は、はじめに書いてあることを正確に伝える。その後に、自分の一言を加える。

(5) ホームページの形で保存してみよう。

・パワーポイントはホームページの形で保存できる。

・メニューのファイルを選択すると、「WEBで保存」というのが出てくる。これを選ぶと自動的に画像データなどはそのファイルの名前がついたフォルダを作り、しまってくれる。また、そのファイルの名前がついたHTMLファイルを自動的に作ってくれる。その二つをワンセットにしておけばHTMLバージョンのパワーポイントを見ることができる。

　・パワーポイントのアニメーション機能を生かしたいときは、「WEBで保存」を選び、さらに「発行」を選択すると「WEBオプション」が出てくる。それをクリックすると、「ブラウズ時にスライドアニメーションを表示する」という項目が出てくるので、チェックする。

　・それだけでHTML上で動きを持ったプレゼンテを展開することができる。

(6)最後に

　ビデオの編集は十分、自動でもできる。先生方だけでやっていても作品の内容に限界がある。ぜひ、児童に技術を伝え、自作ビデオができるようにしてほしい。そこに創造のおもしろさが潜んでいる。
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